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１ 秦野戸川公園の概要 

(1) 概要 

・ 秦野市の西部、表丹沢の登山口と水無川左右岸の河岸段丘を取り込んだ自然豊かな公園。 

・ 公園中央を流れる水無川に架かる「風の吊り橋」が、公園のランドマークとなっており、クラ

イミング３種競技ができるクライミング施設や多目的広場、野球場などの運動施設のほか、バー

ベキュー場、遊具広場、四季折々の花修景など、家族で一日楽しめる場となっている。 

公園名 秦野戸川公園 

公園種別 広域 

所在地 秦野市堀山下ほか 

開園年月･面積 平成９年７月 36.10ha 

アクセス 
・小田急小田原線「渋沢駅」から「大倉」行バス約15分「大倉」下車徒歩約３分 
・新東名高速道路「秦野丹沢スマートＩＣ」下車約10分 

駐車場 大倉駐車場、水無川駐車場、諏訪丸駐車場 全 334 台（有料） 

主要施設 風の吊り橋、多目的広場、軟式野球場、バーベキュー場 

既設収益施設 多目的広場、軟式野球場 

建ぺい率  0.81% 

用途地域等 市街化調整区域 

主な法規制等 埋蔵文化財包蔵地・隣接地、鳥獣保護区 

指定管理者 神奈川県公園協会・小田急電鉄共同事業体 

地域防災計画 
指定避難所（第二次開設避難所）、広域応援活動拠点、広域受援計画に基づく進出拠点、ヘリコ
プター臨時離着陸場 

指定期間 令和 4年度～令和８年度（令和10年度まで２年延長予定） 

 

(2) 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秦野戸川公園 

渋沢駅 

秦野中井IC 

新東名高速道路 

秦野丹沢スマートIC 

秦野駅 

秦野市役所 



 秦野戸川公園 概要書  

2 

 

(3) 公園管理区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 公園施設位置図 

 
【主な公園施設】 
園路及び広場 園路、子どもの広場 
便益施設 休憩所、トイレ 等 
修景施設 芝生、小さな庭の見本園 等 
管理施設 パークセンター 等 
その他 風の吊り橋、茶室・おやすみ山居、多目的グラウンド、野球場、農体験場、バーベキュー場 等 
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(5) 公園のホームページ（公園の写真等詳細は、下記URLを参照） 

https://www.kanagawa-park.or.jp/hadanotokawa/ 

 

(6) 公園利用者数（年度別・月別） 
区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

Ｒ４ 88,320 49,610 31,800 43,320 73,680 32,900 47,140 48,480 27,110 25,190 28,320 69,370 565,240 
Ｒ５ 120,520 57,890 37,810 42,580 77,580 40,280 49,990 44,450 29,450 27,610 30,400 46,270 604,830 
Ｒ６ 121,349 50,912 40,687 54,150 99,555 37,345 44,514 41,896 28,337 20,208 26,032 45,386 610,371 

 

(7) 駐車場利用台数（年度別・月別） 
区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

R4 

大型 
普通 
二輪 
計 

27 
20,679 

186 
20,892 

26 
12,870 

220 
13,116 

33 
10,981 

167 
11,181 

61 
12,068 

163 
12,292 

56 
13,424 

175 
13,655 

48 
9,553 
123 

9,724 

50 
11,561 

171 
11,782 

36 
11,934 

176 
12,146 

22 
8,513 

76 
8,611 

23 
8,772 

66 
8,861 

10 
9,495 
106 

9,611 

23 
14,611 

143 
14,777 

415 
144,461 
1,772 

146,648 

R5 

大型 
普通 
二輪 
計 

56 
20,094 

201 
20,351 

41 
11,490 

192 
11,723 

38 
11,079 

158 
11,275 

50 
11,260 

176 
11,486 

64 
10,893 

131 
11,088 

36 
8,928 
138 

9,102 

40 
11,221 

190 
11,451 

27 
10,727 

196 
10,950 

21 
8,889 
146 

9,056 

90 
8,926 
134 

9,150 

24 
8,524 
146 

8,694 

36 
11,253 

143 
11,432 

523 
133,284 
1,951 

135,758 

R6 

大型 
普通 
二輪 
計 

51 
19,407 

252 
19,710 

40 
11,884 

238 
12,162 

27 
10,838 

197 
11,062 

56 
10,071 

130 
10,257 

51 
12,115 

127 
12,293 

44 
8,571 
134 

8,749 

29 
9,396 
149 

9,574 

32 
10,552 

149 
10,733 

24 
9,482 
150 

9,656 

19 
8,256 

80 
8,355 

15 
8,390 
105 

8,510 

32 
12,081 

160 
12,273 

420 
131,043 
1,946 

133,409 

 

利用者数の特徴 
約７万本のチューリップが咲く４月に利用者が最も多い。また、川遊び客やＢＢＱ利用客

の多い８月も他の月に比べ利用者が多い傾向にある。 

 

(8) 公園での主なイベント 
開催月 イベント名 参加人数 概要 

4月 チューリッ
プフェア 

約35,000人 見頃になった約７万本のチューリップを中心にフェアを開催。野菜販売やクラフト教室、タ
ップダンスやアルプホルンの演奏などを実施 

10月 秦野戸川公
園まつり 

約 4,500 人 和太鼓の演奏やキッズダンスなどのステージの他、竹細工や木工などの体験コーナー、模擬
店など多種多彩なテント店が並んで開催する祭り。 

 

(9) 指定管理料収支（第４期）（２年延長分の指定管理料(予定額)も含む） 

区分 
収支状況（千円） 

備考 
R4 R5 R6 R7(計画) R8(計画) R9(予定) R10(予定) 

収
入 

指定管理料 96,814 96,893 96,771 96,725 96,681 141,201 141,201 県からの委託料 
駐車場収入 31,349 28,386 28,568 22,696 22,740 － －  
利用料金収入 657 622 659 747 747 － － 野球場、多目的グランド 

自販機利益 3,402 2,650 1,974 1,909 1,909 － －  

収入計（Ａ） 132,223 128,551 127,972 122,077 122,077 － －  

支
出 

管理運営費 103,341 102,686 104,542 99,987 － － － 人件費、事務費、光熱水費等 

修繕費 4,278 3,331 2,169 1,804 － － － 指定管理者が実施する小規模修繕 
その他支出 20,712 20,045 19,757 20,286 － － － 駐車場使用料及び運営費、一般管理費 

支出計（Ｂ） 128,331 126,062 126,468 122,077 － － －  

収支差（Ａ－Ｂ） 3,892 2,489 1,502 0 － － －  

※R4～R6 は実績額、R7～R10は計画額 

 

(10) 収益施設 

 〇野球場、多目的グランドＡ、多目的グランドＢ（収入は利用料金収入参照） 

 〇バーベキュー（自主事業） 
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２ 秦野戸川公園の魅力とめざす姿 

(1) 公園の魅力 

〇 多様なレクリエーション資源 

・ 本公園は、市町村の区域を超える広域のレクリエーション需要に対応する、面積50ヘクター 

ル以上の大規模な公園として都市計画決定され、丹沢の雄大で豊かな自然環境を背景に丹沢山

麓と河川が連続した景観を有しており、散策、自然鑑賞、川遊び、バーベキューなど自然環境

を生かしたレクリエーションが行われているのをはじめ、野球場や多目的グラウンドでは野球、

サッカー、ターゲットゴルフなどのスポーツが行われているほか、 山岳スポーツセンター及び 

はだの丹沢クライミングパークではスポーツクライミングが行われるなど、多様なレクリエー

ション 資源を有している。 

・ 更には、表丹沢の登山基地として、丹沢の自然や登山に関する知識・技術の普及啓発の場とし 

て 、自然公園のビジターセンターや宿泊研修機能を有する山岳スポーツセンターも設置され

ている。 

〇 表丹沢の観光拠点 

・ 秦野市は「森林観光都市はだの」を掲げ、令和２年９月に策定した「表丹沢魅力づくり構想」

の推進のため、表丹沢を「都心から近い山岳・里山アクティビティの聖地」としてブランド化

する取組の一つとして、「ＯＭＯＴＡＮ」というロゴマークを作成するなど、観光振興 やブラ

ンディングに取組んでいる。 

・ 更には、丹沢大山、弘法山、鶴巻温泉、桜の名所など、他の観光地との周遊による観光機能

を強化することで、更なる利活用が期待できる。 

〇 災害時の活動拠点 

・ 県の地域防災計画では、活動が広域かつ長期にわたる場合に必要な後方支援等の中心となる

広域応援活動拠点として指定されているのをはじめ、市の地域防災計画では、ヘリコプター臨

時離着陸場所と自衛隊活動拠点に指定されているほか、パークセンターや山岳スポーツセンタ

ーは第二次開設避難場所に指定されるなど、防災活動拠点としての機能を有している。 

〇 新東名高速道路 秦野丹沢 スマート IC 開通 に伴う 利便性向上 

・ 本公園へのアクセスは小田急小田原線の渋沢駅からバスで約15 分、東名高速道路秦野中井 

IC から大倉駐車場まで車で約 30 分だったが、令和４年４月には新東名高速道路秦野丹沢スマ

ートICが開通し、大倉駐車場までは車で約10 分、スマートICから最も近い諏訪丸駐車場ま

では車で数分となり、アクセスが飛躍的に向上したことで、上記の更なる機能向上が期待でき

る。 

 

(2) 公園のめざす姿 

○ 丹沢山麓と河川とが連続した景観と、動植物の生息・生育環境の保全を図る 

○ 雄大な自然の中での多様なレクリエーション機能を提供するとともに、丹沢の自然及び登山に

関する知識・技術の普及啓発や、多彩なアウトドアアクティビティの提供と地域活性化への貢献

を図る 

○ 災害時の救援活動の拠点として、安全・安心の確保を図る  
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３ 公園のゾーニングとゾーニングごとの整備・管理運営方針 

 
○ ファミリー・レクリエーションゾーン 

・ 来園者が集中する本公園の顔となるゾーンであることから、花壇等により本公園の象徴と

なる空間演出など、清潔で修景に配慮した維持管理を行うとともに、各ゾーンへの主たる導

入部であることから、公園施設の案内やイベント情報、マナーや注意事項などの情報提供を

継続的に実施する。 

・ また、バーベキュー場、子どもの広場、農体験場、見本園などは、各施設の利用特性に応じ

て、利用者の安全性、快適性を確保する。 

○ スポーツ・レクリエーションゾーン 

 ・ 野球場や多目的グラウンドなどがあり、スポーツ利用が多いゾーン。 

・ 野球やサッカー、ターゲットバードゴルフなど多彩な種目が行われており、それぞれの競技

特性に応じて、快適な利用が図れるよう維持管理を行う。 

○ 川遊びゾーン 

・ 水無川での川遊び利用が多いゾーン。 

・ 安全性を第一に配慮しつつ、自由に水遊びができる空間として適切な管理を行う。 

・ また、水無川を渡る園路があることから、降雨時の増水に注意し、適宜通行止めにするなど 

の安全処置を行う。 

・ また、増水後に土砂が堆積することがあることから、水無川管理者と連携を図り、土砂の早

期除却に努める。 

○ 文化と芸術のゾーン 

・ 茶室及び山里庭園では、茶会による利用もあることから、日本庭園としての美観を確保し、

快適で質の高い管理を行う。 

・ また、「秦野ビジターセンター」や「はだの丹沢クライミングパーク」（どちらも公園管理外）

との間では、日頃から相互に連携し、利用者サービスの向上に努める。 
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○ 森の自然観察ゾーン 

 ・ 猛禽類や大型哺乳類など多くの野生動物が生息する豊かな自然環境を有するゾーン。 

・ この自然環境の保全・活用について、どのようにするか関係機関・団体等との情報交換・意

見交換を行いながら管理運営を行う。 

 ○ 未整備区域 

  ・ 未整備区域の活用の仕方にあたっては、公園全体の整備計画上の役割を整理した上で、昨今

の社会情勢の変化や公民連携の観点も踏まえ、検討を進める。 

 

４ 重点的な整備を検討している施設 

名称 所在ゾーン 事業目的 

パークセンター改修 ファミリー・レクリエー
ションゾーン 

老朽化施設の更新等 

園路 全域 老朽化施設の更新等 

遊具 ファミリー・レクリエー
ションゾーン 

老朽化施設の更新等 

トイレ改修 全域 ユニバーサルデザインの対応 

多言語案内板 全域 ユニバーサルデザインの対応 

法面保護施設 文化と芸術のゾーン 防災機能の向上 

樹林地整備 文化と芸術のゾーン 防災機能の向上 

害獣防護柵 全域 防災機能の向上 

防災非常用電気設備 全域 防災機能の向上 

未整備区間の活用 未整備区域 公園機能の強化・地域活性化 

 

５ 想定する公民連携の事業イメージ 

(1) Park-PFI 等公民連携による事業イメージ 

ゾーン 想定される施設 想定する事業イメージ 

未整備区域 グランピング・キャン
プ場など 

丹沢大山や秦野盆地が望める敷地にグランピング場を整備し宿泊
してもらう。 

森の自然観察ゾーン 上記施設と連携した
ソフト施策 

未整備区域の宿泊者への自然観察会の開催の場として活用する。 

 ※イメージであり、上記に限定するものではありません。 

 

(2) 実施が難しい公民連携施設 

ゾーン 想定される施設 理  由 

上記(1)以外のゾーン － 公園施設が概成して多数の来園者があり、施設計画の変更は難
しい。 

 

(3) 県が基盤整備する内容 

ゾーン 施設 備考 

未整備区域 敷地造成、園路、水道、管理事務所 P-PFI 等公民連携の可能性が見えてきた際には、左記
の施設を民間事業者と協議の上、整備内容等を決める。 

全 域 上記「４ 重点的な整備を検討している施
設」参照 
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６ 規制図等 

(1) 都市計画図（出典：はだのＷＥＢマップ） 

 

 

(2) 埋蔵文化財包蔵地             (3) 鳥獣保護区等 

(出典: はだのＷＥＢマップ)          (出典:神奈川県ホームページ) 

 

 

 

 

 

秦野戸川公園 

秦野戸川公園 

※赤枠はおおよその位置です 
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(4) 土砂災害警戒区域 

 

秦野戸川公園 

※赤枠はおおよその位置です 


